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                                  No３３     発行 山口県養護教諭会 
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吹く風に春の息吹を感じる頃となりました。理事さんを始め会員の皆様に支えられ、

平成 28 年度の活動も無事に終えさせていただくことができます。一年間本当にありが

とうございました。これからも皆様とともに“つながりあい・学びあい・高めあう”山

口県養護教諭会をどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

                          

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下松市立末武中学校と光市の聖光高等学校に竹永先生と訪問させていただきました。 

末武中学校では県内唯一３人体制の保健室。先生方の得意分野が相乗効果で保健室経営に生かされていることを感じ

ました。 

聖光高等学校は新校舎建設に伴い養護教諭の思いが込められた保健室と、なんでもござれの先生のアクティブさに刺

激を受けました。 

両校で感じたことは、大人(職員)も居心地のいい保健室。先生方も保健室で一息ついたり、悩みを養護教諭の先生方

に聞いたりしてもらうことでリフレッシュして教室に戻っておられるのだろうと感じることができる保健室でした。 

他校の保健室を訪問できるのはホームページ編集委員の醍醐味でもあります。また、講師の神村先生から最新機器や

技術を教えていただけるのもとても勉強になります。これから、なつみかん閲覧がますます増えるよう見やすいホーム

ページにすることを目指しています！来年度もよろしくお願いします。 

                                 周南市立湯野小学校 大中 幸子 

野田学園高等学校、野田学園中学・高等学校と、山陽小野田市立厚陽小学校・厚陽中学校に伊藤先生と訪問させていた

だきました。 

どちらの学校も、ハード面・ソフト面ともに養護教諭の思いがたくさん詰まった、機能的かつホッとできる保健室でし

た。こんな保健室で仕事したい！と強く感じた保健室訪問です。 

訪問して色々なお話を伺う中で、改めて養護教諭の職務の素晴らしさと保健室の役割の大きさを感じ気の引き締まる思

いです。と同時に、本校もこんな風にしたいと妄想が膨らみ、改善に向けエネルギーをいただきました。 

訪問を快諾してくださった 4人の先生方、貴重な経験をさせていただきありがとうございました。 

 

山口県立南陽工業高等学校 秋定麻由子 

「スクリーンショットって何！？」恥ずかしながら、そんなことを言うような私が、気軽な気持ちで引き受けてしまっ

た HP 編集委員でしたが、神村先生や役員の先生方、そして、編集委員のお仲間に助けられ、随分と成長し（！？）、

楽しく 2年間活動できました。 

 保健室訪問では、先生方の貴重なご経験や財産を記事にさせていただくという経験にも恵まれましたし、HP編集委

員をさせていただいたからこそ知りえた事や出会えた方々も多く、このような機会をいただけましたことに心より感謝

いたします。ありがとうございました。 

山口県立熊毛北高等学校 竹永愛子 

 ２年間のホームページ編集委員会の活動が終わりに近づき、「固定ページ」と「投稿ページ」の違いも理解できなか

った私が、少しは仕組みが分かるようになりました。この謎とも思える言葉が、養護教諭の先生方の共通言語となるべ

く、たくさんの先生方にＨＰ編集委員会を経験していただきたいと思っています。それは、「大変だったから」ではな

く、「大変楽しかったから」です。 

いつも斬新かつ的確な御指導をいただいた神村先生（新オフィス、最高でした！）、温かく見守ってくださった役員

の先生方、保健室訪問を快く引き受けてくださった学校の先生方、ホームページのお気付きを寄せてくださる会員の養

護教諭の皆様、２年間本当にどうもありがとうございました。 

山口県立下関中等教育学校 伊藤美紀江 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「養護教諭に関する調査」及び全国養護教諭連絡協議会の「養護教諭の職務に関する

調査」（隔年・今年度１４８校実施）につきましては、お陰様で無事終了いたしました。ご

協力をいただき、ありがとうございました。お礼申し上げます。 

 

修委員より  

平成２８年度 山口県優秀教員表彰  

  光市立室積中学校 養護教諭 徳田 頼子 先生 

山口県学校保健連合会表彰  

  光市立浅江小学校 養護教諭 池岡 幸恵 先生 



 

 

 

 

主  題  「時代の変化に対応した養護教諭の役割を追求する」 

         －子供たちの未来を支える健康診断の在り方とは－ 

開催日時   平成２９年２月２４日（金）  

会  場   メルパルクホール（東京都） 

 

特別講演 
 

「今を生きる―心と技で命をつなぐために―」 

        順天堂大学医学部附属順天堂医院院長 心臓血管外科教授  天野 篤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演 

 
「健康教育の推進と養護教諭の役割―子供の現代的な健康課題の解決に向けて―」 

        文部科学省初等中等教育局 健康教育・食育課 健康教育調査官  岩崎 信子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天皇陛下の心臓手術を執刀されたことでも有名なドクター。通算手術数は 7300例以上（冠動脈

バイパス術や心臓弁膜症手術）で非常に実績があり、成功率は 99.5％。天野先生の手術はゴットハ

ンドとも言われている。現在放映の TV ドラマ「A LIFE」の監修医でもある。 

心臓病の父親を治したい一心で心臓外科医を目指された。父親の 3度目の手術後の死という経

験を通して、「預かった命を必ず社会復帰につなげる」、「長期的に問題のない手術をする」、「一緒に

働いているスタッフにも充実感をもたせ、それを共有する」という思いを強くされた。 

「妥協はしない。命を妥協することになる。」「苦労とハグする姿勢を大切に。」という先生の言葉か

らも、とことん真剣で情熱にあふれている様子がうかがえたにもかかわらず、話しぶりは終始穏やか

で、先生のあたたかいお人柄が伝わってくる講演であった。 

中央教育審議会答申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」（平成 27年 12

月）は、全文を読むこと。また職務に関係する答申、通知、法律は仕事をする上での基本となるので

必ず読むこと（ホームページで閲覧ができる）と話された。そして、子どもの現代的健康課題に対応

するために、平成 28 年 8 月に文部科学省で「養護教諭の在り方検討会」を立ち上げ、経験を問わ

ずどの学校においても果たすべき養護教諭の役割と具体的な方策についてまとめ、年度末を目指し

て修正が行われているところである。 

保健管理面で、特にアレルギー対応について、文部科学省からでている「学校のアレルギー疾患

に対する取り組みガイドライン要約版」はパウチして教室に掲示すること。また、シミュレーション訓練

を取り入れること等を話された。 

最後に、養護教諭が生き生き働くためには、まずは自ら働きかけていくこと、体制づくりはシステム

として継続できるものとすることとされ、目標（課題）を達成するための方法として、「目標達成シート

（マンダラート）」（野球界の大谷翔平選手が高校生時代に作成したことでも注目）の紹介もあった。 

 



フォーラム 「子供たちの未来を支える健康診断を目指して」 
     コーディネーター    東京大学 名誉教授     衞藤 隆  

 健康診断や保健調査票等から把握された個々の児童生徒の健康課題については、生活習慣の見直

しや心身の発達を踏まえた上での指導、社会関係の調整や福祉的課題への対処、さらには健康教育

に結び付ける必要が生じる場合もある。児童生徒等、また教職員をめぐる健康課題は時代とともに

変化しており、健康診断に求められる役割や機能についても見直される必要は今後もあるであろう。 

シンポジスト～実践発表と提言から～ 

 

 

 

 

子供たちの未来を支える健康診断の在り方とは 
     ～「子供が主役」となる健康診断にするために～ 

         愛知県安城市立安城北部小学校 養護教諭 井 上 優 子 

子供たちにとっての健康診断が、「やらされている検査」となりがちなものから「興味をもっ

て受ける検査」へと変容がみられるようになった取組であった。子供たちが主役となる健康診断

にするために、学校医・保護者・教職員へ「子供への願い」を伝えたり、事前指導にスライドを

活用したりと、子供に分かりやすい「教育としての健康診断」の実践であった。健康診断の本来

のもつ意味について改めて考えさせられた。 

 

子供たちの未来を考える健康診断の在り方とは 
    ～運動器検診の実施における関係機関との連携～ 

         富山県滑川市立滑川中学校 養護教諭 山 田 智 世 

市学校保健会を中心に作成された運動器検診導入手順の活用や、運動器検診指導用ＤＶＤを

保護者や児童に視聴させることで、検診への理解と協力を得て組織的かつ効率的な検診が実践さ

れていた。子供たちの健康診断を効果的に進めていくには、養護教諭が一人で実施するのではなく、

組織の一員として保護者や関係機関とより一層の連携を図ることが大切であるということを再認識し

た。 

 

子供たちの未来を支える健康診断を目指して 
     「歩く保健室（連携を意識した個への関わり）」 

         栃木県立馬頭高等学校 養護教諭 渡 部 る み 子 

健康診断を生徒の不登校を未然に防ぐことができる学校行事として捉え、生徒が休まずに受ける

ことができるように日程から見直し工夫をされていた。保健室ばかりではなく職員室、廊下、あらゆる

場面で健康診断の結果について生徒との関わり合いを持たれている姿は、まさに「歩く保健室」であ

り、学校内の若い先生方には生徒への関わり方、そして学級担任には望ましい連携について養護教

諭としての思いを伝えるものになっていた。 

 

自ら進んで歯・口の健康づくりに取り組む児童生徒の育成 
       広島市立広島特別支援学校  保健主事（教諭） 中 岡 美 穂 

                           養 護 教 諭   木 村 真規子 

 学校歯科医や地域の関係機関との連携のもと、様々な角度から歯科保健の向上を目指した取組

であった。なかでも学校歯科医作成の歯磨きビデオや学校独自に作成された歯みがきソングは、児

童生徒の行動変容がみられ、興味をひくものであった。学校での検診を積み重ねることで、特別な支

援を要する児童生徒が将来スムーズに病院で受診できるようになることも目的に含めた健康診断で

ありたいと考え、実践に取り組まれていた。 

 


